
総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
1

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
1

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

教
育
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
5
2
2

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
9

建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
5
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
1
5

議
会
事
務
局
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
7 －

1
5
1
1

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
2

農
業
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
9

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
8

産
業
観
光
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
8

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
7

★
未
★

★
未
★

★
未
★

★
未
★
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令
和
4
年
3
月
9
日
か
ら
3
月
18
日

ま
で
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
定

例
会
で
は
、
令
和
4
年
度
一
般
会
計
予

算
の
ほ
か
20
議
案
を
審
議
、
す
べ
て
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。当

初
予
算

■�

令
和
4
年
度
神
山
町
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て

■�

令
和
4
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■�

令
和
4
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

■�

令
和
4
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

■�

令
和
4
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

補
正
予
算

■�

令
和
3
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
7
号
）
に
つ
い
て

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
億
1

�
0
�4�

3
万
7
千
円
を
追
加
し
、
総
額
69
億
4

2
5
9
万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。
総
務

費
な
ど
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

令
和
3
年
度
神
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
25
万
7
千
円
を

減
額
し
、
総
額
7
億
9
8
1
3
万
4
千

円
と
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
た
被
保
険
者
の
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

令
和
3
年
度
神
山
町
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に

つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
0
3
8
万
2

千
円
を
減
額
し
、
総
額
2
億
5

�

0

�
0
�6�

万
8
千
円
と
し
ま
し
た
。

■�

令
和
3
年
度
神
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
に
つ
い

て
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
6
1
9
万
千

円
を
追
加
し
、
総
額
10
億
6
3
2
1
万

7
千
円
と
し
ま
し
た
。
介
護
給
付
金
の

増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

■�

令
和
3
年
度
神
山
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
3
1
3
万
5
千

円
減
額
し
、
総
額
1
億
1
8
7
3
万
9

千
円
と
し
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

■�

神
山
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
建
設
工
事
分
担
金
賦
課
徴
収

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
民
総
合
運
動
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

■�
神
山
町
立
公
民
館
の
設
置
、
管
理
及

び
職
員
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

■�

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

神
山
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
、
旅
費
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

■�

神
山
町
民
体
育
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

そ
の
他

■�

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

■�

名
西
郡
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
協
議

会
の
廃
止
に
つ
い
て

発
議
案

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

抗
議
す
る
決
議
に
つ
い
て

　
国
立
病
院
の
機
能
強
化
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て

神
山
町
議
会

3 

月 

定 

例 

会

�

20
議
案
を
可
決
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令和 4年度の予算が決まりました
　本年度は近年の予算規模と比較して大きくなっています。神山中学校体育館の建設費や全額ふるさと納税
を財源とした神山町ふるさと納税新設学校施設整備等補助金等が増加しています。歳入では財政調整基金約
817百万円や、まち・ひと・しごと創生推進事業基金約716百万円等を繰り入れて予算を組んでいます。
　本年度の主な事業は、中学校建設事業（中学校体育館建設工事等）1,254,129千円、神山町ふるさと納
税新設学校施設整備等補助金716,210千円、森林基盤整備事業103,242千円（林道改良事業　奥屋敷線）
等があります。

● 一　　般　　会　　計　（単位：千円）

6.0%

25.2%

26.1%

8.1%

5.0%

23.1%

4.1%

0.7%

1.7%

5.7％

6.6％

3.2％

23.3％

7.0％
3.0％

6.5％

28.1%

16.6％

自
主
財
源

依
存
財
源

歳　入

町税 409,051
町民税、軽自動車税など町民の皆さんに納めて
いただいたお金

使用料・手数料 46,658
施設の使用料、住民票、戸籍等証明の手数料のお金

繰入金 1,702,351
町の貯金にあたる基金などから繰入れるお金

その他 112,740

地方交付税 1,768,354
財源不足が生じる自治体に、使い道を定めず交
付される自治体固有のお金

国庫支出金 551,062
国が使い道を指定して交付するお金

県支出金 339,919
県が使い道を指定して交付するお金

地方債 1,564,100
公共施設の整備や財源の不足を補うために
町が借入るお金

その他 273,765

歳　出

総務費 1,903,219
地域振興のため

民生費 1,124,367
福祉の充実のため

衛生費 388,208
ゴミ等の環境衛生、予防接種等の保健衛生のため

農林水産業費 449,099
農林水産業の振興のため

土木費 439,658
道路整備、町営住宅運営のため

消防費 217,323
神山消防署、町消防団等の防災対策のため

教育費 1,574,005
教育や文化振興のため

公債費 471,787
町の借金返済のため

その他 200,334

● 当初予算の推移�
（単位：百万円）

● 性質別歳出�
（単位：千円）

● 特別会計当初予算�
（単位：千円）

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000 6,768

R3H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2

4,607
4,182 4,096 4,253 4,419 4,457

5,554

4,143 4,208

R4

会　 計　 名 予　 算　 額
国 民 健 康 保 険 790,092
簡 易 水 道 事 業 455,867
介 護 保 険 1,030,040
後 期 高 齢 者 医 療 129,333

合計
6,768,000
（100％）

888,016
（13.1％）

439,059
（6.5％）
471,787
（7.0％）

1,157,597
（17.2％）

1,288,656
（19.0％）

1,794,314
（26.5％）

619,003
（9.1％）

災害復旧事業費
21,700（0.3％）

積立金
2,220（0.0％）

予備費
10,000（0.1％）

貸付金
12,000（0.2％）

　 人　件　費　  扶
助
費
  公
債
費
  　
　
物
　
件
　

費　　　　　　　補助費
等  
    
   

   
   
　
　
  普
通
建
設
事
業
費
　
　
　

    
   繰
出金

維持補修費
63,648（1.0％）

2,270,800
33.6%

4,497,200
66.4%

7 令和 4年 5月15日発行



小
・
中
学
校
教
職
員
転
入
者

小
・
中
学
校
教
職
員
転
入
者

��

（
　
）
は
前
任
校

（
　
）
は
前
任
校

⃝

広
野
小
学
校

　
山
川　
育
英
＝
校
長
（
木
屋
平
小
学
校
）

　
木
村　
祥
子
＝
教
諭
（
高
原
小
学
校
）

　
椎
野
由
美
子
＝
教
諭
（
福
島
小
学
校
）

　
久
保　
貴
嗣
＝
教
諭
（
加
茂
小
学
校
）

⃝

神
領
小
学
校

　
中
岡　
奈
々
＝
教
頭
（
富
岡
小
学
校
）

　
佐
藤　
勝
重
＝
主
任
主
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
相
生
中
学
校
）

　
岡
田　
典
子
＝
養
護
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
北
井
上
中
学
校
）

　
三
栖
亜
里
沙
＝
教
諭
（
里
浦
小
学
校
）

　
和
田　
美
鈴
＝
講
師
（
広
野
小
学
校
）

⃝

神
山
中
学
校

　
西
岡　
美
紀
＝
事
務
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
神
領
小
学
校
）

　
藤
本　
貴
大
＝
教
諭
（
南
部
中
学
校
）

　
森　
　
和
子
＝
教
諭
（
神
山
中
学
校
）

　
中
西　
由
佳
＝
主
事
（
吉
井
小
学
校
）

新
任
紹
介

新
任
紹
介

⃝

中な
か

南み
な
み　

　
朱あ

き�

税
務
保
険
課

　
国
保
係
に
配
属
に
な
っ
た
中
南
朱あ

き
で

す
。

　
町
の
み
な
さ
ま
の
安
心
で
安
全
な
く

ら
し
の
た
め
に
、
お
役
に
立
て
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

⃝

金か
ね

子こ　
智さ

と
史し�

税
務
保
険
課

　
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
神
山
町
で

働
け
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

在
任
中
は
、

在
任
中
は
、

��

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

⃝

退
職

　
水
上　
明
彦
（
議
会
事
務
局
）

　
相
原　
輝
実
（
産
業
観
光
課
）

　
阿
部　
澄
代
（
広
野
保
育
所
）

　
添
木　
佑
香
（
住
民
課
）

　
山
本　
勝
江
（
健
康
福
祉
課
）

　
駒
形　
良
介
（
総
務
課
）

人事異動人事異動
4 月 1日付
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1 　総　括
　⑴　人件費の状況（普通会計決算）　　　　　　　　　　　　　⑵　職員給与費の状況（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳

人口（R3.1.1現在）
歳出額

Ａ 実質収支 人件費
Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

（参考）
H31年度の人件費率 区　分 職員数

Ａ
給　　　　与　　　　費

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 　計　Ｂ

令和2年度 人 千円 千円 千円 ％ ％ 令和2年度 人 千円 千円 千円 千円
5,113 6,195,803 177,026 866,066 14.0 12.8 91 311,000 45,278 120,085 476,363

（参考）一人当たり
給与費　Ｂ／Ａ

（参考）類似団体平均
一人当たり給与費

注 1　職員手当には退職手当を
含みません。

　 2　職員数は、令和3年4月
1日現在の人数です。

　 3　特別職、任期付短時間勤
務職員（再任用職員（短時
間勤務））及び会計年度任
用職員は含みません。

千円 千円
5,235 5,519

2 　職員の平均給与月額等の状況
　職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和3年4月1日現在）
　　①一般行政職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額（国比較ベース）
神 山 町 41.4 歳 302,900 円 354,827 円 329,530 円
徳 島 県 43.8 歳 331,404 円 440,013 円 364,980 円
国 43.0 歳 325,827 円 407,153 円 －円

類似団体 41.0 歳 298,750 円 345,218 円 328,287 円
　　②技能労務職

区　　分
公　　　務　　　員 民　　　　間 参　考

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
（Ａ）

平均給与月額
（国比較ベース）

対応する民間の
類似職種 平均年齢 平均給与月額

（Ｂ） Ａ／Ｂ

神 山 町 56.3歳 306,100円 315,258円 310,472円 － －歳 －円 －
うち清掃職員 － －円 －円 －円 廃棄物処理業従業員 46.6歳 304,600円 －
う ち用務員 57.3歳 281,200円 287,133円 281,200円 運搬・包装等従事者 50.3歳 235,200円 1.22
う ち そ の他 55.6歳 324,900円 336,450円 332,550円 － －歳 －円 －

徳 島 県 56.9歳 354,015円 394,852円 371,049円 － －歳 －円 －
国 50.9歳 286,947円 328,603円 －円 － －歳 －円 －

類 似 団 体 51.2歳 285,749円 309,905円 301,063円 － －歳 －円 －

区　　分

参考 ※�民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用
しています。（平成30年から令和 2年の 3ヶ年平均）

※�技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形
態等の点において完全に一致するものではありません。

※�年収ベースの「公務員（C）」及び「民間（D）」のデータは、それぞれの平
均給与月額を12倍したものに、公務員においては前年度に支給された期末・
勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値で
す。

年収ベース（試算値）の比較
公務員
（Ｃ）

民間
（Ｄ） Ｃ／Ｄ

神 山 町 5,082,000 － －
うち清掃職員 － 4,236,800 －
う ち 用務員 4,572,000 3,186,100 1.43
う ち そ の他 5,592,000 － －

3 　特別職の報酬等の状況（令和 3年 4月 1日現在）

区　　分
給　料　月　額　等

区　　分 給　料　月　額　等（参考）類似団体における
最高／最低額

給料 町　長 746,000円 860,000円／360,500円
期末
手当

議　長
（令和 2年度支給割合）

3.40月分副町長 597,000円 700,000円／471,000円 副議長

報酬
議　長 284,000円 400,000円／230,000円 議　員
副議長 234,000円 314,000円／182,000円

退職
手当

　　　（算定方式）　　　　　　　（支給時期）
議　員 195,000円 290,000円／155,800円 町　長 給料月額×100分の43.5×月数　任期満了時

期末
手当

町　長 （令和 2年度支給割合）
3.40月分

副町長 給料月額×100分の25.75×月数　任期満了時
副町長 備　考

注　退職手当の「1期の手当額」は、4月 1日現在の給料月額及び支給率に基づき、1期（4年＝48月）勤めた場合における退職手当の見込額です。

4 　職員数の状況
　部門別職員数の状況（各年 4月1日現在）

区　分
部　門

職員数 対前年
増減数令和 2年度 令和 3年度

普通会計部門
一般行政部門 78 79 1
教 育 部 門 12 12 0
小 計 90 91 1

公営企業等会計部門 小 計 12 12 0

合　　計 102
〔158〕

103
〔158〕

1
〔0〕

注 1　職員数は一般職に属する職員数です。
　 2　［　　　］内は、条例定数の合計です。

　�令和 3年度情報公開条例及び個人情報保護条例の運用状況を公
開します。

情報公開開示等件数 個人情報開示等件数
実施機関名 請求件数 開示 部分開示 不開示 不存在 請求件数 開示 部分開示 不開示
町 長 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件
教 育 委 員 会 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件
選挙管理委員会 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件
監 査 委 員 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件
農 業 委 員 会 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件
固定資産評価審査委員会 0 件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件
議 会 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件 0件

神山町の給与・定員管理等について
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2 F

1 F

応接室

町長室

総務課

スダチ会議室 議員控室
☎676－1111
IP2000

町長　後藤　正和

課　　長　河野　真二
課長補佐　山田　公彦　　　課長補佐　手塚　陽代
主　　査　早瀬　亮介　　　係　　長　楠上　輝彦
係　　長　西本　　寛　　　主　　事　西本　靖志
主　　事　谷　　良人　　　主　　事　高橋　宏徳
業 務 員　大元　龍児
会計年度任用職員
業 務 員　森　　耕造

副町長　竹内　博久

課　　長　滝上　博文

主　　事　小川　和俊

主任工手　畠中　　宏
主任工手　藤井　康弘

会計年度任用職員
地域林政アドバイザー　栗尾　久文
地域林政アドバイザー　濵田　浩二

課長補佐　粟飯原正博　　　課長補佐　松本　秀明
係　　長　森　　由仁　　　主　　事　鈴江　正典
主　　事　西森　大地
主　　事　井上　亮太　　　主　　任　相原　英夫

神
山

サ
ク

ラ
会

議
室

トイレエレベーター

通用口

通用口

通用口

通用口

通用口正面玄関

ト
イ

レ

教育長　髙橋　博義

教育次長　高橋　成文
次長補佐　鍛　真由美
次長補佐　永正　剛士
係　　長　花本　布美
係　　長　遠藤あゆみ
主　　任　稲垣　　恵
主　　事　林　　明宏
主　　事　岡田　佳久

会計年度任用職員
社会教育指導員　寺奥　幹生

副 所 長　阿部　弘幸
技　　師　柳本　育典
技　　師　森本　由紀

社会福祉協議会から出向職員
東　　妃華　溝田　千絵
出口加奈子　下窪　美香

事務局長　樫本　高康
会計年度任用職員
事 務 員　尾木原祥子

課　　長　相原　正弥
課長補佐　中村由美子　　　課長補佐　河野　和弘　　　課長補佐　杼谷　　学
係　　長　藤原　牧子　　　係　　長　坂井　義隆　　　主　　事　北山　敬典
主　　事　平嶋　基曜　　　主　　事　松田　一輝　　　主　　事　朝倉　健斗
主　　事　出原　聡子　　　
主　　任　馬場　達郎（神山つなぐ公社出向）
会計年度任用職員
事 務 員　西浦　理恵

議会との調整、条例規則、文書の管理、町
長秘書、予算決算、地方債、行政改革、職
員の人事、給与及び福利厚生、財産の管理、
消防防災、交通安全及び防犯、まちづくり
計画、広報、地域情報などに関すること

教育委員会事務局

教育長室

☎676－1522　IP2009
産業観光課

☎676－1118　IP2007
農業委員会 建設詰所

神領ゆり会議室

宿直室

☎676－1119
IP2008

学校との連絡調整、学校の組織編成、教育
課程、児童生徒の就学、入退学及び転校、
人権教育、生涯学習、公民館等の運営、文
化財、社会体育施設の管理、各種大会の開
催などに関すること

建設課
☎676－1514
IP2015

治山及び林道、道路・河川及び橋りょう、
工事に伴う用地、農地農業用施設、水道
などに関すること 農林業の振興、移住交流、商工及び観光、林

業振興に関すること

農業委員会に関すること

会計管理者　中山　由美
室　長　補　佐　日野亜希子

出納室

JA

☎676－1116
IP2006

現金及び有価証券等の
出納及び保管、決算の
調整などに関すること

課　　長　森下　博文
課長補佐　細井多恵子　　　課長補佐　河野あかね
主　　査　高橋　俊行　　　主　　査　古本　　幸
主　　任　中南　　朱　　　主　　事　谷　　政憲
主　　事　樫本　憲司　　　主　　事　平谷　竜也
主　　事　金子　智史
主　　事　宮田　英知（後期高齢者医療広域連合）

会計年度任用職員
事 務 員　高橋　美保　　　事 務 員　高瀬　美沙子

課長補佐　加藤千恵子　　　課長補佐　近藤　直美
課長補佐　阿部　公成　　　課長補佐　佐々木由紀子
主　　査　宮本　留美　　　係　　長　根本左知子
係　　長　森本　聖生　　　主　　事　矢武　朋子
主　　事　藤田　正規
会計年度任用職員
保 健 師　福田　美紀　　　事 務 員　山西　純子
事 務 員　古庫　泰美　　　事 務 員　河野　礼子
事 務 員　山本　勝江　　　事 務 員　林　美智代

税務保険課
☎676－1115　IP2005

税の賦課及び徴収、国民健康保険、後期高齢者医療、国
土調査に関すること

課　　長　木村　耕次
課長補佐　鳥庭　　宏
主　　査　多田　誠二
主　　査　神野　希実
主　　事　大坂　千洋
主　　事　門田　東樹
主　　事　吉川　祐介
主　　事　酒井　　麗

住民課・選挙管理委員会
☎676－1113　IP2003
戸籍及びマイナンバー、国民年金、
統計調査、消費者行政、町営バス、
選挙、町営住宅の維持管理、環境衛
生、狂犬病予防などに関すること

課長　浦山　恵美

健康福祉課
☎676－1114　IP2004

人権擁護、民生委員、児童福祉、障害者福祉、高齢福祉、介護保険、保健予防、
重度心身障害者医療、乳幼児医療、栄養指導などに関すること

地域包括支援センター
☎676－1185
IP2031

高齢者の保健・医療・福祉の相談、
支援、体制づくりなどに関すること

☎676－1511　IP2002
議会事務、議員の身分処遇、監査などに
関すること

議会事務局・監査事務局
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2 F

1 F

応接室

町長室

総務課

スダチ会議室 議員控室
☎676－1111
IP2000

町長　後藤　正和

課　　長　河野　真二
課長補佐　山田　公彦　　　課長補佐　手塚　陽代
主　　査　早瀬　亮介　　　係　　長　楠上　輝彦
係　　長　西本　　寛　　　主　　事　西本　靖志
主　　事　谷　　良人　　　主　　事　高橋　宏徳
業 務 員　大元　龍児
会計年度任用職員
業 務 員　森　　耕造

副町長　竹内　博久

課　　長　滝上　博文

主　　事　小川　和俊

主任工手　畠中　　宏
主任工手　藤井　康弘

会計年度任用職員
地域林政アドバイザー　栗尾　久文
地域林政アドバイザー　濵田　浩二

課長補佐　粟飯原正博　　　課長補佐　松本　秀明
係　　長　森　　由仁　　　主　　事　鈴江　正典
主　　事　西森　大地
主　　事　井上　亮太　　　主　　任　相原　英夫
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山

サ
ク
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会

議
室

トイレエレベーター

通用口

通用口

通用口

通用口

通用口正面玄関
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教育長　髙橋　博義

教育次長　高橋　成文
次長補佐　鍛　真由美
次長補佐　永正　剛士
係　　長　花本　布美
係　　長　遠藤あゆみ
主　　任　稲垣　　恵
主　　事　林　　明宏
主　　事　岡田　佳久

会計年度任用職員
社会教育指導員　寺奥　幹生

副 所 長　阿部　弘幸
技　　師　柳本　育典
技　　師　森本　由紀

社会福祉協議会から出向職員
東　　妃華　溝田　千絵
出口加奈子　下窪　美香

事務局長　樫本　高康
会計年度任用職員
事 務 員　尾木原祥子

課　　長　相原　正弥
課長補佐　中村由美子　　　課長補佐　河野　和弘　　　課長補佐　杼谷　　学
係　　長　藤原　牧子　　　係　　長　坂井　義隆　　　主　　事　北山　敬典
主　　事　平嶋　基曜　　　主　　事　松田　一輝　　　主　　事　朝倉　健斗
主　　事　出原　聡子　　　
主　　任　馬場　達郎（神山つなぐ公社出向）
会計年度任用職員
事 務 員　西浦　理恵

議会との調整、条例規則、文書の管理、町
長秘書、予算決算、地方債、行政改革、職
員の人事、給与及び福利厚生、財産の管理、
消防防災、交通安全及び防犯、まちづくり
計画、広報、地域情報などに関すること

教育委員会事務局

教育長室

☎676－1522　IP2009
産業観光課

☎676－1118　IP2007
農業委員会 建設詰所

神領ゆり会議室

宿直室

☎676－1119
IP2008

学校との連絡調整、学校の組織編成、教育
課程、児童生徒の就学、入退学及び転校、
人権教育、生涯学習、公民館等の運営、文
化財、社会体育施設の管理、各種大会の開
催などに関すること

建設課
☎676－1514
IP2015

治山及び林道、道路・河川及び橋りょう、
工事に伴う用地、農地農業用施設、水道
などに関すること 農林業の振興、移住交流、商工及び観光、林

業振興に関すること

農業委員会に関すること

会計管理者　中山　由美
室　長　補　佐　日野亜希子

出納室

JA

☎676－1116
IP2006

現金及び有価証券等の
出納及び保管、決算の
調整などに関すること

課　　長　森下　博文
課長補佐　細井多恵子　　　課長補佐　河野あかね
主　　査　高橋　俊行　　　主　　査　古本　　幸
主　　任　中南　　朱　　　主　　事　谷　　政憲
主　　事　樫本　憲司　　　主　　事　平谷　竜也
主　　事　金子　智史
主　　事　宮田　英知（後期高齢者医療広域連合）

会計年度任用職員
事 務 員　高橋　美保　　　事 務 員　高瀬　美沙子

課長補佐　加藤千恵子　　　課長補佐　近藤　直美
課長補佐　阿部　公成　　　課長補佐　佐々木由紀子
主　　査　宮本　留美　　　係　　長　根本左知子
係　　長　森本　聖生　　　主　　事　矢武　朋子
主　　事　藤田　正規
会計年度任用職員
保 健 師　福田　美紀　　　事 務 員　山西　純子
事 務 員　古庫　泰美　　　事 務 員　河野　礼子
事 務 員　山本　勝江　　　事 務 員　林　美智代

税務保険課
☎676－1115　IP2005

税の賦課及び徴収、国民健康保険、後期高齢者医療、国
土調査に関すること

課　　長　木村　耕次
課長補佐　鳥庭　　宏
主　　査　多田　誠二
主　　査　神野　希実
主　　事　大坂　千洋
主　　事　門田　東樹
主　　事　吉川　祐介
主　　事　酒井　　麗

住民課・選挙管理委員会
☎676－1113　IP2003
戸籍及びマイナンバー、国民年金、
統計調査、消費者行政、町営バス、
選挙、町営住宅の維持管理、環境衛
生、狂犬病予防などに関すること

課長　浦山　恵美

健康福祉課
☎676－1114　IP2004

人権擁護、民生委員、児童福祉、障害者福祉、高齢福祉、介護保険、保健予防、
重度心身障害者医療、乳幼児医療、栄養指導などに関すること

地域包括支援センター
☎676－1185
IP2031

高齢者の保健・医療・福祉の相談、
支援、体制づくりなどに関すること

☎676－1511　IP2002
議会事務、議員の身分処遇、監査などに
関すること

議会事務局・監査事務局
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広野支所（広野公民館）
☎678－1111　IP2020

支 所 長　森　　　敏　　　主　　査　小西　　　明

環境センター
☎678－0011　IP2033

業 務 員　井上　喜勇
会計年度任用職員　　
業 務 員　山口　輝子

下分保育所
☎677－0222　IP2026

所　　長　楠　　貴代
副主任保育士　阿部　香織　　　副主任保育士　阿部　ゆか
保 育 士　湯淺あゆ美　　　保 育 士　尾西佳那子
保 育 士　鈴江　典子　　　保 育 士　阿部ひかり
会計年度任用職員　　　　　　　　　　　　　　　
保 育 士　原　　幸代　　　保 育 士　坂井久美子
保 育 士　竹内　久美　　　保 育 士　久保　花純
保育士補助員　阿部　春江　　　　　　　　　　　　　
管理栄養士　平嶋　梨在　　　調 理 員　西森　洋子
調 理 員　大平理恵子　　　用 務 員　森長　育代

広野保育所
☎678－0556　IP2027

所　長　西橋　宏子
副 所 長　樽尾　圭子　　　副主任保育士　高橋　悠子
副主任保育士　清水麻衣子　　　保 育 士　中本　弓佳
保 育 士　浅尾　早苗　　　保 育 士　大門　愛美
保 育 士　植田水奈美　　　主任調理員　坂東　史恵
用 務 員　阿部　澄代　　　　　　　　　　　　　
会計年度任用職員　　　　　　　　　　　　　　　
保 育 士　河野　法子　　　保 育 士　佐々木理江
保 育 士　西崎　容子　　　保 育 士　仁木島由香里
保 育 士　谷　彩友美　　　保育士補助員　久保　　舞
保育士補助員　白石希真恵　　　調 理 員　中　　博子

上分公民館
☎677－0010　IP2021

管理委託　㈲西森組
集落支援員　浅田のぞみ　　　集落支援員　金羅　博美
集落支援員　松久保訓一　　　　　　　　　　　　　　

下分公民館
☎677－0004　IP2023

用 務 員　藤岡　映里

阿川公民館
☎678－0332　IP2025
会計年度任用職員　集落支援員　村本　温子
　　　　　　　　　集落支援員　耕　　郁美
　　　　　　　　　集落支援員　猪子　徳保

鬼籠野公民館
☎676－0111　IP2024
会計年度任用職員　用 務 員　佐々木咲江

学校給食センター
☎676－1053　IP2034

主　　事　佐藤　祥子

農村環境改善センター
☎676－1177　IP2028
管理委託　認定NPO法人グリーンバレー
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神山中学校新校舎完成神山中学校新校舎完成
　令和3年3月より神領字大埜地
（町民グラウンド）において着工し
ておりました神山中学校の新校舎
建設工事が無事、予定どおり令和
4年3月に竣工いたしました。
　令和4年4月6日には、新校舎
2階多目的室において来賓の方々、
町関係者34名の出席で落成式が挙
行されました。
　新校舎は地上 3階建て、鉄筋
コンクリート造りで延床面積は約
3,178㎡です。内装には神山町産
のヒノキを玄関や廊下、普通教室
等で使用しています。また、災害時には避難所としても活用できるよう非常用発電装置も備えて
います。学習面では、各教室においてタブレット端末がスムーズに使用できるようインターネッ
ト環境を整備しています。また、エレベーターを設置するなどバリアフリー対応になっています。
総工費は約13億6千万円です。

〈図書室〉�〈普通教室〉�

〈理科室〉� 〈家庭科室〉�

〈落成式の様子〉�

〈グラウンド〉�〈新校舎〉�

〈校舎内配置図〉�
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産
業
観
光
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
8

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
7

神
山
温
泉
ホ
テ
ル
四
季
の
里
を
改
修

神
山
温
泉
ホ
テ
ル
四
季
の
里
を
改
修

し
ま
し
た

し
ま
し
た

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
神
山
温
泉

ホ
テ
ル
四
季
の
里
を
改
修
し
ま
し
た
。

感
染
症
対
策
と
し
て
、
和
室
を
和
洋
室

に
改
修

し
、
ユ

ニ
ッ
ト

バ

ス

を
更
新
、

床
や
壁

を
抗
菌

仕
様
に

張
り
替

え
ま
し

た
。
客

室
の
ベ
ッ
ド
や
ソ
フ
ァ
ー
、
カ
ー
テ
ン

な
ど
の
備
品
も
更
新
し
、
換
気
設
備
の

改
修
や
照
明
を
L
E
D
化
す
る
な
ど
の

大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
ま
し

た
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
来
館

を
心
よ

り
お
待

ち
し
て

お
り
ま

す
。

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
現
況
届
に

児
童
手
当
（
特
例
給
付
）
現
況
届
に

つ
い
て

つ
い
て

令
和
4
年
6
月
か
ら
児
童
手
当
が
変
更

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

①
所
得
上
限
限
度
額
に
つ
い
て

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
の
所
得
額

が
、
左
表
以
上
の
場
合
、
児
童
手
当
等

は
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

※�

児
童
手
当
等
の
不
支
給
決
定
後
に
所

得
が
左
表
の
金
額
を
下
回
っ
た
場

合
、
改
め
て
認
定
請
求
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

扶
養
親
族
等
の
数
に
応
じ
て
、
限
度

額
（
所
得
額
ベ
ー
ス
）
は
、
1
人
に

つ
き
38
万
円
（
扶
養
親
族
等
が
同
一

生
計
配
偶
者
（
70
歳
以
上
の
者
に
限

り
ま
す
。）
又
は
老
人
扶
養
親
族
で

あ
る
と
き
は
44
万
円
）
を
加
算
し
た

額
と
な
り
ま
す
。

※�

「
収
入
額
の
目
安
」
は
、
あ
く
ま
で

目
安
で
あ
り
、
給
与
収
入
の
み
で
計

算
し
て
い
ま
す
。

②
現
況
届
の
提
出
不
要
に
つ
い
て

　
児
童
の
養
育
状
況
が
申
請
時
と
変
更

さ
れ
て
お
ら
ず
、
左
記
に
該
当
し
な
い

方
は
毎
年
6
月
に
行
わ
れ
て
い
た
現
況

届
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

・�

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
等
に
よ
り
、
住

民
票
の
住
所
地
と
異
な
る
市
区
町
村

で
受
給
し
て
い
る
方

・�

支
給
要
件
児
童
の
戸
籍
が
な
い
方

・�

離
婚
協
議
中
で
配
偶
者
と
別
居
さ
れ

て
い
る
方

・�

そ
の
他
、
市
区
町
村
か
ら
提
出
の
案

内
が
あ
っ
た
方

※�

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方
で
、
現

況
届
の
提
出
が
な
い
場
合
に
は
、
6

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③�

申
請
時
か
ら
変
更
が
生
じ
た
場
合
に

つ
い
て

　
左
記
の
A
～
F
に
該
当
す
る
方
は
変

更
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

A�　
支
給
対
象
と
な
る
児
童
を
養
育
し

な
く
な
っ
た
場
合

B�　
受
給
者
や
配
偶
者
、
児
童
の
住
所

地
が
変
更
さ
れ
た
場
合

C�　
受
給
者
や
配
偶
者
、
児
童
の
氏
名

が
変
更
さ
れ
た
場
合

役場からの
　おしらせ

あゆちゃん

所得上限限度額

扶養親族等の数 所 得 額
（万円）

収入額の目安
（万円）

0 人   858 1,071

1 人   896 1,124

2 人   934 1,162

3 人 972 1,200

4 人 1,010 1,238

5 人 1,048 1,276

15 令和 4年 5月15日発行



D　
家
族
構
成
が
変
更
さ
れ
た
場
合

E�　
受
給
者
の
加
入
す
る
年
金
が
変
更

さ
れ
た
場
合

F�　
国
内
で
の
児
童
養
育
者
と
し
て
、

海
外
の
父
母
か
ら
「
父
母
指
定
者
」

の
指
定
を
受
け
た
場
合

児
童
福
祉
月
間
に
つ
い
て

児
童
福
祉
月
間
に
つ
い
て

　
5
月
5
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら

1
週
間
は
「
児
童
福
祉
週
間
」
で
す
。

ま
た
、
5
月
は
徳
島
県
「
児
童
福
祉
月

間
」
で
す
。

　
私
た
ち
の
生
命
を
受
け
継
い
で
い
く

「
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
」
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
。
す
べ
て
の
子
ど
も
が
家
庭

や
地
域
に
お
い
て
、
豊
か
な
愛
情
に
包

ま
れ
な
が
ら
、
個
性
豊
か
に
た
く
ま
し

く
育
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

環
境
・
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
、
ま

た
子
育
て
の
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
徳

島
を
め
ざ
し
て
共
に
行
動
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
の
標
語

「
見
つ
け
た
よ

�

広
が
る
未
来
と
つ
か
む
夢
」

�

（
国
選
定
標
語
）

母
子
手
帳
ケ
ー
ス
贈
呈
式

母
子
手
帳
ケ
ー
ス
贈
呈
式

　
3
月
24
日
、
名
西
郡
農
業
協
同
組
合

か
ら
神
山
町
に
J
A
共
済
事
業
の
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
母
子
手
帳

ケ
ー
ス
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
母
子
手
帳
ケ
ー
ス
に
は
母
子
手
帳
を

は
じ
め
保
険
証
や
診
察
券
、
印
鑑
等
、

大
切
な
赤
ち
ゃ
ん
に
関
す
る
も
の
を
入

れ
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
繋
ぐ
母

子
手
帳
を
大
切
に
保
管
し
、
長
く
使
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
母
子
手
帳
ケ
ー
ス

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
母
子
手
帳
ケ
ー
ス
は
、
神
山
町
で
妊

娠
の
届
出
を
さ
れ
た
方
に
お
渡
し
い
た

し
ま
す
。

＊
徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

＊
徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中
＊

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中
＊

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
は

　
「
育
児
の
応
援
を
依
頼
し
た
い
」「
少

し
で
も
育
児
の
応
援
が
で
き
る
」
と
い

う
人
が
会
員
登
録
し
、
育
児
の
相
互
応

援
を
有
償
で
行
う
も
の
で
す
。
初
対
面

で
の
サ
ポ
ー
ト
で
は
な
く
、
双
方
が
事

前
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
お
互
い
に
了
解

し
た
ペ
ア
で
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

会
員
登
録
条
件
（
登
録
は
無
料
で
す
）

①
依
頼
会
員

　
0
歳
か
ら
小
学
校
6
年
生
の
子
ど
も

の
子
育
て
の
応
援
を
受
け
た
い
人

　
神
山
町
、
徳
島
市
、
小
松
島
市
、
勝

浦
町
、佐
那
河
内
村
、石
井
町
に
在
住
、

在
勤
し
て
い
る
人

②
提
供
会
員

　
右
記
市
町
村
に
在
住
の
人
で
、
少
し

で
も
子
育
て
の
応
援
が
で
き
る
人

※�

応
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
保

険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。（
保
険
料

は
セ
ン
タ
ー
が
負
担
）

③
両
方
会
員

　
依
頼
・
提
供
の
両
方
を
行
い
た
い
人

利
用
料
金
（
援
助
を
受
け
た
依
頼
会
員

が
提
供
会
員
に
直
接
支
払
い
ま
す
。）

月
～
金　
7
時
～
21
時

　
　
1
時
間
7
0
0
円

�
（
病
児
・
病
後
児
は
8
0
0
円
）

右
記
以
外

　
　
1
時
間
8
0
0
円

�

（
病
児
・
病
後
児
は
9
0
0
円
）

依
頼
内
容
（
例
）

⃝�

保
育
所
・
幼
稚
園
へ
の
送
り
迎
え
や

そ
の
後
の
預
か
り
な
ど
。

⃝�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
迎
え
や
そ
の

後
の
預
か
り
な
ど
。

⃝�

兄
弟
の
学
校
行
事
・
冠
婚
葬
祭
・
通

院
な
ど
の
時
の
預
か
り
。

⃝�

放
課
後
や
、
休
校
日
（
学
校
）・
休

園
日
（
保
育
所
）
の
時
の
預
か
り
。

※�

こ
の
他
に
も
様
々
な
応
援
が
あ
り
ま

す
の
で
、何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
電
話　
0
8
8

－

6
1
1

－

1
5
5
1

ま
む
し
（
ハ
メ
）
血
清
の
配
置

ま
む
し
（
ハ
メ
）
血
清
の
配
置

　
本
年
も
次
の
場
所
に
、
ま
む
し
血
清

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
配
置
期
間
は
、

5
月
1
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
で
す
。

名
称

所
在
地

電
話
番
号
I
P
電
話

神
山
医
院
下
分
字
今
井

1
6
3

6
7
7

－

�

0
0
6
6
4
4
2
7

大
黒
屋
神
領
字
北

1
6
6

－

1
6
7
6

－

�

0
6
8
2
2
9
4
6

㈲
杉
山
薬
局
石
井
町
石
井
字

石
井
4
5
6

－

1
6
7
4

－

�

1
2
2
4
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災
害
時
福
祉
避
難
所
の
協
定
継
続
の

災
害
時
福
祉
避
難
所
の
協
定
継
続
の

調
印
を
行
い
ま
し
た

調
印
を
行
い
ま
し
た

　
神
山
町
に
大
規
模
な
地
震
、
風
水
害

及
び
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

一
時
的
に
学
校
の
体
育
館
や
公
民
館
な

ど
に
設
置
し
た
避
難
所
に
避
難
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
が
、
避
難
者
の
中
で
も

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
妊
産
婦
等
そ
の

他
特
に
配
慮
を
必
要
と
す
る
方
は
、
健

康
面
、
精
神
面
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
と
な
る
た
め
、
生
活
環
境
の
確

保
が
早
急
に
必
要
と
な
り
ま
す
。
神
山

町
で
は
、
平
成
22
年
5
月
27
日
か
ら
神

山
町
養
護
老
人
ホ
ー
ム
寿
泉
園
と
、
平

成
25
年
9
月
30
日
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
神
山
す
だ
ち
園
と
指
定
災
害
福

祉
避
難
所
の
設
置
運
営
に
つ
い
て
協
定

を
結
ん
で
お
り
、
住
民
の
安
全
を
守
る

た
め
、

引
き
続

き
5
年

間
の
協

定
を
結

び
ま
し

た
。

神
山
町
緊
急
通
報
装
置
整
備
事
業
に

神
山
町
緊
急
通
報
装
置
整
備
事
業
に

つ
い
て

つ
い
て

事
業
目
的

　
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
対
し
、
緊

急
時
に
お
け
る
連
絡
体
制
を
確
保
す
る

と
と
も
に
そ
の
不
安
を
解
消
す
る
こ
と

に
よ
り
、
在
宅
生
活
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
神
山
町
緊
急
通
報
装

置
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
概
要

・�

緊
急
通
報
装
置

　
家
庭
用
電
話
回
線
及
び
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
に
接
続
し
、
簡

単
な
ボ
タ
ン
操
作
を
行
う
こ
と
で
、
利

用
者
様
の
異
常
事
態
な
ど
を
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
通
報
し
ま
す
。

・�

無
線
ペ
ン
ダ
ン
ト

　
首
掛
け
式
の
機
械
を
利
用
し
、
緊
急

通
報
装
置
か
ら
約
50
メ
ー
ト
ル
以
内
の

離
れ
た
場
所
か
ら
緊
急
通
報
装
置
を
通

し
て
利
用
者
様
の
異
常
事
態
な
ど
を

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し
ま
す
。

・�

人
感
赤
外
線
セ
ン
サ
ー

　
セ
ン
サ
ー
検
知
に
よ
り
12
時
間
（
変

更
可
能
）
を
超
え
て
連
続
し
た
動
き
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
、
緊
急
通

報
装
置
を
通
し
て
利
用
者
様
の
異
常
事

態
な
ど
を
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
し

ま
す
。

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
通
報
が
あ
っ
た

場
合
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
利
用
者

様
の
緊
急
通
報
装
置
を
通
し
て
呼
び
か

け
を
行
い
ま
す
。
呼
び
か
け
に
応
答
が

な
か
っ
た
場
合
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か

ら
事
前
に
登
録
し
て
い
た
だ
く
協
力

員
、
家
族
及
び
消
防
署
に
連
絡
し
、
安

否
確
認
な
ど
の
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　
こ
の
事
業
を
利
用
す
る
に
は
、
次
の

要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

①�

神
山
町
内
に
住
所
が
あ
る
方

②�

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て

い
る
方

③�

施
設
入
所
及
び
90
日
を
超
え
る
長
期

入
院
の
状
態
に
な
い
方

利
用
負
担
金

　
1
か
月
に
つ
き
3
0
6
円

～
令
和

～
令
和
44
年年
44
月月
11
日
～
日
～

神
山
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
が

神
山
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
ま
し
た

開
設
さ
れ
ま
し
た

　
神
山
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、

判
断
能
力
が
低
下
し
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
よ

う
、
成
年
後
見
制
度
を
は
じ
め
と
し
た

住
民
の
権
利
擁
護
の
推
進
を
図
る
た

め
、
神
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

内
に
「
神
山
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン

タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
自
分
で
財
産
管
理
を
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
き
た
方
、
意
味
が
わ
か

ら
ず
契
約
を
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
心
配
な
ご
家
族
の
方
、
後
見
人
を

付
け
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
が
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
お
悩
み
の
方
等
、
成

年
後
見
制
度
に
関
す
る
様
々
な
ご
相
談

を
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

※�

成
年
後
見
制
度
と
は
、
様
々
な
理
由

に
よ
り
物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
十

分
で
な
い
方
に
、
財
産
の
管
理
・
身

上
監
護
等
本
人
の
権
利
を
守
る
援
助

者
（
成
年
後
見
人
等
）
が
、
本
人
を

法
律
的
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

ご
相
談
は
、
電
話
、
来
所
に
て
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

神
山
町
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

�（
神
山
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

電
話
：
0
8
8

－

6
7
6

－

1
1
8
5

I
P
電
話
：
2
0
3
1

受
付
時
間
：
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

�

　
8
時
30
分
～
17
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
・
12
／
29
～
1
／
3
を
除
く
）
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教
育
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
5
2
2

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
9

令
和
令
和
44
年年
44
月月
11
日
以
降
の
神
山
町

日
以
降
の
神
山
町

民
総
合
運
動
場
（
神
山
中
学
校
運
動

民
総
合
運
動
場
（
神
山
中
学
校
運
動

場
）
の
使
用
に
つ
い
て

場
）
の
使
用
に
つ
い
て

○�

運
動
場
の
使
用
が
で
き
る
時
間
は
原

則
、
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。

開
場
日　
開
場
時
間

平　
日　
午
後
7
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で

土
曜
日　
午
後
1
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で

日
曜
日
、
祝
日

　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
10
時
ま
で

使
用
申
請
先
：
神
山
中
学
校

（
受
付
時
間
：
平
日
午
前
9
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
）

連
絡
先
：�

0
8
8

－

6
7
6

－

0
5
0
6

○�

運
動
場
を
使
用
す
る
場
合
は
、
事
前

に
使
用
許
可
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

右
記
の
時
間
以
外
で
も
学
校
の
支
障

の
な
い
範
囲
で
使
用
す
る
こ
と
が
可

能
で
す
の
で
、
神
山
中
学
校
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○�

管
理
者
に
お
い
て
、
適
当
で
な
い
と

認
め
る
と
き
は
使
用
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○�

使
用
中
に
施
設
・
用
具
・
備
品
等
の

損
傷
・
破
損
又
は
紛
失
が
あ
っ
た
場

合
は
、
速
や
か
に
神
山
町
教
育
委
員

会
（
0
8
8

－

6
7
6

－

1

�
5
�2�

2
）
ま
で
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

○�

使
用
中
に
生
じ
た
人
身
事
故・ケ
ガ・

物
損
事
故
に
つ
い
て
は
一
切
責
任
を

負
い
ま
せ
ん
。

○�

ゴ
ミ
は
必
ず
各
自
で
持
ち
帰
っ
て
く

だ
さ
い
。

○�

学
校
施
設
で
も
あ
る
た
め
、
敷
地
内

禁
煙
と
し
ま
す
。

○�

使
用
後
は
必
ず
整
備
を
行
い
、
使
用

し
た
設
備
器
具
等
は
元
の
状
態
に
し

て
く
だ
さ
い
。

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
3

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
3

家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
の
回
収
を
開
始
し

家
庭
用
パ
ソ
コ
ン
の
回
収
を
開
始
し

て
い
ま
す

て
い
ま
す

　

こ
れ
ま
で
パ
ソ
コ
ン
（
ノ
ー
ト

P
C
・
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
P
C
・
P
C
モ

ニ
タ
ー
）
は
、
個
人
で
直
接
メ
ー
カ
ー

等
へ
の
回
収
依
頼
を
お
願
い
し
て
い
ま

し
た
が
、
町
に
お
い
て
も
令
和
4
年
4

月
よ
り
回
収
を
開
始
し
ま
し
た
。
パ
ソ

コ
ン
は
そ
の
他
の
不
燃
物
ま
た
は
粗
大

ご
み
と
し
て
、
指
定
袋
と
粗
大
ご
み

シ
ー
ル
に
必
ず
名
前
を
記
入
し
、
収
集

場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。
回
収
し
た

も
の
は
、
貴
重
な
資
源
と
し
て
ほ
ぼ

1
0
0
％
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

※�

メ
ー
カ
ー
等
に
よ
る
直
接
回
収
の
利

用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

デ
ー
タ
の
消
去
に
つ
い
て
は
各
自
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

回
収
す
る
の
は
家
庭
用
の
パ
ソ
コ
ン

に
限
り
ま
す
。
事
務
所
な
ど
で
使
用

し
て
い
た
事
業
用
の
パ
ソ
コ
ン
は
回

収
で
き
ま
せ
ん
。

建
設
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
5
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
1
5

山
地
災
害
に
備
え
る

山
地
災
害
に
備
え
る

　
5
月
20
日
か
ら
6
月
30
日
ま
で
、
山

地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

ま
す
。

　
神
山
町
で
は
、
林
野
庁
・
徳
島
県
東

部
農
林
水
産
局
と
と
も
に
、
山
地
災
害

が
急
増
す
る
台
風
シ
ー
ズ
ン
前
の
梅
雨

時
期
に
山
地
災
害
危
険
地
区
の
周
知
や

パ
ト
ロ
ー
ル
、
山
地
災
害
に
備
え
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
山
地
災
害
が
発

生
し
た
場
合
や
、
森
林
に
異
変
を
感
じ

た
ら
、
速
や
か
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　
神
山
町　
建
設
課

　
0
8
8

－

6
7
6

－

1
5
1
4

　
徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局　
森
林
整
備
担
当

　
0
8
8

－

6
2
6

－

8
5
9
2

神
山
町
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
対

神
山
町
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
対

策
支
援
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

策
支
援
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て

概
要

　
災
害
等
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
倒

壊
に
よ
る
被
害
や
避
難
時
等
の
通
行
の

妨
げ
と
な
る
こ
と
を
防
止
す
る
と
と
も

に
、町
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
・安
心
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、避
難
路
沿

道
等
に
面
し
た
危
険
性
の
高
い
ブ
ロ
ッ

ク
塀
等
の
撤
去
等
を
実
施
す
る
方
に
対

し
、そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対象となるブロック塀等、補助金額
区分

補助要件 次に掲げる事項①から③までの全てに該当するもの
①�避難路沿道等に面した危険なブロック塀等として町が要綱に
従い、対策が必要と判断したもの
②�危険なブロック塀等の撤去後に道路等からの高さが 40cmを
超えるブロック塀等を新たに設置しないこと
③�施行業者等が撤去を行うもの

補助対象
経 費

次に掲げる危険性の高いブロック塀等の撤去に要する経費
①�補助要件の事業を実施する工事
②�工事に伴い発生する資材の処分費及び運搬費
③�上記に掲げるもののほか、町長が減災に寄与すると認めた関連工事

補助金額 補助対象経費の 3分の 2と基準額（1mあたり10,000円）を比
較し、いずれか少ない額以内

補助限度額 一団の土地あたり66,000円
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神
山
町
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

神
山
町
木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業

　
神
山
町
で
は
、
大
地
震
に
お
け
る
住

宅
の
倒
壊
等
に
よ
る
被
害
の
軽
減
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
耐
震
診
断
及
び

診
断
後
の
耐
震
改
修
等
を
実
施
す
る
神

山
町
民
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
補
助
対
象
・
補
助
率
・

補
助
限
度
額
等
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
の
取
壊
し
に
つ
い
て

も
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、

事
前
の
調
査
を
受
け
る
こ
と
が
補
助
要

件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

事業区分 補助対象住宅及び補助用件 補助対象経費 補助率及び補助限度額（税込）
耐
震
診
断

支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年 5月31日以前に着工
された木造住宅

耐震診断に要する経費 耐震診断費用
4万円のうち3.7万円
（自己負担 3千円）

補
強
計
画

支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年 5月31日以前に着工
された木造住宅、評点が1.0未
満と判定されたもの

耐震性を向上させる方
法、概算工事費について
まとめた耐震補強計画の
作成に要する経費

補強計画作成費用
6万円のうち5.4万円
（自己負担 6千円）

耐
震
改
修
支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年 5月31日以前に着工
された木造住宅で、評点が1.0
未満と判定されたもの

（補助用件）
以下の全てに該当するもの
①�改修後の評点を1.0以上に向
上

②�高さ1.5m以上の家具を固定
③�耐震改修施工者等が施工
④�啓発活動への協力
⑤�感震ブレーカー（分電盤タイ
プ）を設置

次に掲げる工事に要する
経費
①�改修後の評点を向上さ
せる工事

②�評点に反映しない部分
的な欠陥を改善する工
事

③�地震時に倒壊の危険が
あるコンクリートブ
ロックの撤去等に必要
な工事

④�家具を固定させる工事

対象経費の4/5以内かつ
1棟あたり100万円まで

（上乗せ補助）
1棟あたり20万円まで
※�神山町内に本店を有す
る業者が施工するもの
に限る。

感震ブレーカーの設置に
ついて
1棟あたり10万円

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年 5月31日以前に着工
された木造住宅で、評点が1.0
未満と判定されたもの

（補助用件）
以下の全てに該当するもの
①�持家であり、耐震シェルター
を設置するもの

②�高さ1.5m以上の家具を固定
③�耐震改修施工者等が施工
④�啓発活動への協力

次に掲げる工事に要する
経費
①�耐震シェルターを設置
する工事

②�家具を固定する工事

対象経費の4/5以内かつ
（耐震シェルター）
1棟あたり80万円まで
（耐震ベッド）
1棟あたり40万円まで

住
ま
い
の
ス
マ
ー
ト
化
支
援
事
業

（対象住宅）
平成12年 5月31日以前に着工
された木造住宅で、評点が1.0
未満と判定されたもの

（補助要件）
以下の全てに該当するもの
①�耐震改修支援事業又は耐震
シェルター設置支援事業と
あわせて行うもの

②スマート化工事を行うもの

次に掲げる工事に要する
経費
①�スマート化工事
②�省エネルギー性能を向
上させる工事

③�バリアフリー化工事

対象経費の2/3以内かつ
1棟あたり30万円まで

住
替
え
支
援
事
業

（対象住宅）
昭和56年 5月31日以前に着工
された木造住宅で、評点が0.7
未満と判定されたもの

（補助用件）
以下の全てに該当するもの
①�現在居住する住宅の全てを
除却

②�解体業者が施工

次に掲げる工事に要する
経費
①�住宅を除却する工事
②�地震時に倒壊の危険が
あるコンクリートブ
ロック塀の撤去等に必
要な工事

対象経費の2/5以内かつ
1棟あたり30万円まで
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令
和
令
和
44
年
度　
町
税
・
保
険
料
納
期

年
度　
町
税
・
保
険
料
納
期

限
一
覧
表

限
一
覧
表

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り

ま
す
ま
す

　
神
山
町
国
民
健
康
保
険
は
、所
得
割・

資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
4
方
式

を
採
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
資
産

割
を
廃
止
し
、
所
得
割
・
均
等
割
・
平

等
割
の
3
方
式
を
採
用
す
る
動
き
が
全

国
的
に
見
ら
れ
、
神
山
町
で
も
令
和
4

年
度
よ
り
次
の
と
お
り
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
国
民
健
康
保
険
を
健
全
に
運

営
す
る
た
め
、税
率
変
更
へ
の
ご
理
解
、

保
険
税
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

令
和
令
和
44
年
度　
後
期
高
齢
者
健
康
診

年
度　
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
の
お
知
ら
せ

査
の
お
知
ら
せ

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
重
症
化
の

予
防
の
た
め
、
健
康
診
査
を
実
施
し
ま

す
。

　
「
健
康
診
査
受
診
券
」
が
届
い
た
方

は
、
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

※�

長
期
入
院
、
施
設
入
所
等
の
方
及
び

令
和
4
年
10
月
以
降
に
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
の
方
は
、
対
象
外

で
す
。

1
　�

申
込
み
し
な
く
て
も
受
診
券
が
届

く
方

①�

令
和
3
年
10
月
1
日
か
ら
令
和
4
年

9
月
30
日
ま
で
の
新
規
加
入
者
（
75

歳
に
な
っ
た
方
な
ど
）

※�

令
和
4
年
10
月
1
日
以
降
に
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
予
定
の
方

は
、
加
入
前
の
健
康
保
険
の
特
定
健

診
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
（
市
町
村

その他の
　おしらせ

かわずくん

固定資産税

1期 5月31日

2期 8月2日

3期 11月1日

4期 1月31日

町県民税

1期 6月30日

2期 8月31日

3期 11月30日

4期 2月28日

軽自動車税 全期 5月31日

国民健康保険税
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

特別徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収 8/2 31 30 11/1 30 27 31 28

後期高齢者医療保険料
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

特別徴収 ○ ○ ○ ○ ○ ○

普通徴収 31 30 11/1 30 27 31 28 31

これまでの税率
医療給付費分 後期支援分 介護納付金分（※）

所得割 7.0％ 2.0％ 2.1％

資産割 43.0％ 12.0％ 8.5％

均等割 24,000円 7,000円 8,000円

平等割 21,000円 6,000円 8,000円

令和 4年度からの税率
医療給付費分 後期支援分 介護納付金分（※）

所得割 7.5％ 2.3％ 2.3％

資産割 20.0％ 6.0％ 4.0％

均等割 25,000円 8,000円 9,000円

平等割 21,000円 6,000円 8,000円

・所得割（前年中の所得に対する税額）　
・資産割（当該年度の固定資産税額に対する税額）
・均等割（加入者一人ひとりにかかる税額）
・平等割（世帯かかる税額）
（※）：介護分の対象者は、40歳から64歳までの方となります。
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国
保
の
場
合
は
、
受
診
券
の
有
効
期

限
を
確
認
し
て
、
期
限
内
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
）。

②�
令
和
3
年
度
に
後
期
高
齢
者
健
康
診

査
受
診
券
で
健
診
を
受
診
さ
れ
た
方

※�

広
域
連
合
が
受
診
を
確
認
で
き
た
方

に
限
り
ま
す
。

③�

生
活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
て
い
な
い

方
※�

生
活
習
慣
病
と
は
、
生
活
習
慣
が
発

症
原
因
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
病
気
で
、
糖
尿
病
、
高
血

圧
性
疾
患
、
脂
質
異
常
症
、
虚
血
性

心
疾
患
、
そ
の
他
心
疾
患
、
く
も
膜

下
出
血
、
脳
内
出
血
、
脳
梗
塞
、
脳

動
脈
硬
化
、
そ
の
他
脳
血
管
疾
患
、

動
脈
硬
化
等
が
あ
り
ま
す
。

2
　�

申
込
み
に
よ
り
受
診
券
が
届
く
方

　
右
記
①
②
③
以
外
の
方
で
受
診
を
希

望
す
る
方

※�

生
活
習
慣
病
と
診
断
さ
れ
て
い
る
方

で
も
、
申
込
み
に
よ
り
健
診
を
受
診

で
き
ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　
6
月
中
旬
か
ら
12
月
中
旬
ま
で

【
申 

込 

先
】

　
神
山
町
税
務
保
険
課
窓
口
に
備
付
け

の
健
康
診
査
申
込
書
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

受
診
券
送
付
時
期

�　
6
月
中
旬
か
ら
12
月
中
旬
ま
で
（
加

入
時
期
や
申
込
時
期
に
応
じ
て
送
付
）

受
診
費
用　
無
料

受
診
期
間

　
「
健
康
診
査
受
診
券
」
を
受
け
取
ら

れ
た
と
き
か
ら
令
和
4
年
12
月
末
ま
で

健
診
項
目

　
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
血
液
検
査

（
貧
血
検
査
含
む
）、
尿
検
査
、
心
電
図

検
査
、
眼
底
検
査

※�

市
町
村
国
保
の
特
定
健
診
と
同
じ
項

目
で
す
。

※�

眼
底
検
査
は
、
医
師
の
判
断
に
よ
り

検
査
が
必
要
な
方
の
み
実
施
し
ま
す
。

※�

が
ん
検
診
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予　
　
約

　
受
診
す
る
医
療
機
関
に
事
前
予
約
が

必
要

持
参
す
る
も
の

　
健
康
診
査
受
診
券
・
後
期
高
齢
者
の

質
問
票
（
受
診
券
に
同
封
し
て
い
ま

す
）・
被
保
険
者
証

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
健
康
診
査
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

・�

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局
事
業
課

徳
島
市
川
内
町
平
石
若
松
78
番
地
1

　
電
話　
0
8
8

－

6
7
7

－

3
6
6
6

・�

神
山
町　
税
務
保
険
課

　
電
話　
0
8
8

－

6
7
6

－

1
1
1
5

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
の
お
知
ら
せ

保
険
料
の
お
知
ら
せ

　
令
和
4
年
度
・
令
和
5
年
度
の
保
険

料
を
算
出
す
る
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま

し
た
。
保
険
料
率
は
2
年
ご
と
に
見
直

す
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
4
年
度

お
よ
び
令
和
5
年
度
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

　
ま
た
、
左
記
の
計
算
方
法
で
算
出
さ

れ
た
保
険
料
は
、
所
得
の
低
い
方
及
び

被
用
者
保
険
（
国
保
・
国
保
組
合
以
外

の
健
康
保
険
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た

方
は
、
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
制
度
の
見
直
し
や
政
令
・
条

例
改
正
に
よ
り
、
令
和
4
年
度
か
ら
保

険
料
の
上
限
額
に
つ
い
て
も
見
直
し
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
被
保
険
者
の
皆
様
に
納
め
て
い
た
だ

く
保
険
料
は
、
公
費
や
現
役
世
代
の
支

援
金
と
と
も
に
大
切
な
財
源
と
な
り
ま

す
。
被
保
険
者
の
皆
様
に
は
、
ご
負
担

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
何
と
ぞ
ご
理
解

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

保険料の軽減（令和 4年度）
均等割額の軽減 世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応じて、均等割額が軽減されます。

世帯の所得額の合計 均等割額の軽減割合
43万円＋「10万円×（年金・給与所得者の数－1）」以下 7 割
43万円＋「28万5,000円×世帯の被保険者数」＋「10万円×（年金・給与所得者の数－1）」以下 5 割
43万円＋「52万円×世帯の被保険者数」＋「10万円×（年金・給与所得者の数－ 1）」以下 2 割

被用者保険の被扶養者
であった場合の軽減

後期高齢者医療制度加入の前日まで、国保・国保組合以外の健康保険の被扶養者であった方は、
所得割額の負担がなく、後期高齢者医療制度の被保険者になってから 2 年の間、均等割額が 5 割
軽減されます。ただし、上記の 7 割軽減に該当する場合は、該当する軽減割合が適用されます。

被用者保険の被扶養者であった被保険者に対する被保険者均等割軽減
（後期高齢者医療制度の被保険者になってから 2年の間）

均等割額の軽減割合
5 割

お問い合わせ
徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課　☎088－677－3666
〒771－0135　徳島市川内町平石若松78番地1
ホームページアドレス　https://www.koukikourei-tokushima.jp/

またはお住まいの市町村窓口（後期高齢者医療
制度担当）まで

保険料の計算方法（令和 4年度・令和 5年度）

保険料＝均等割額＋所得割額
※100円未満切捨て、上限額66万円

（令和 3年度：64万円）

均等割額　56,044円
○被保険者が等しく負担

所得割額
基礎控除（43万円）後の

総所得金額等
×

所得割率　10.47％
○被保険者の所得に応じて負担
（� ）
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神山町と神山まるごと高専（仮称） �  第 2 号

　今月号ではこれまでまちが行ってきた高専への支援の内容についてご説明しました。今年の 8
月に文部科学省からの認可を受け、来年の 4月に開校する予定となっていますが、開校がゴー
ルではありません。開校してからも全国の方に高専に興味を持っていただき、神山町にきていた
だけるよう、これからも高専と連携していきたいと考えています。

　まちは高専プロジェクト発表当時から全面的に協力するという立場を取ってきました。今月
は具体的に協力していることについて皆さんにお知らせしていきます。

～～ まちの支援  まちの支援 ～～

○用地の無償貸与、神山中学校の無償譲渡
　現在大埜地の新校舎建設予定地では造成工事
が、旧中学校では校舎を寮にする改修工事が行
われています。大埜地の用地は町が買収し、造
成工事を行っています。造成工事が完了後高専
に無償で貸与します。旧中学校については敷地
を無償で貸与し、校舎は無償で譲渡しました。

　貸与と譲渡について無償である理由は、前号
でもお知らせをさせていただきましたが、高専
ができることによって、神山町に人口減少の抑
制や町内の進学先の選択肢が増えるなどたくさ
んの可能性が生まれると期待しています。（詳
しくは広報かみやま339号25頁をご覧くださ
い。）
　この状況を生み出すことができれば、無償で
あったとしても神山町にはとても価値のあるこ
とだと考えていますので、無償としています。

○ふるさと納税
　高専に対して、ふるさと納税教育応援事業補
助金と新設学校施設整備等補助金の 2つの補
助金を交付しています。前者は高専開校までに
実施するイベントに係る経費、後者は新校舎建
設費や現神山中学校を寮に改修する経費に充て
られています。
　個人版ふるさと納税に関しては高専のために
寄附された金額の5％を町内の保育所、小中学
校、神山校の生徒の活動に充てています。

　この5％分で、令和 2年度には広野小学校で
は子どもたちの提案で、広野小学校のオリジナ
ルキャラクターを作成しました。詳
しくは、次のQRコードから動画を
ご覧ください。
　また、生徒からは次のようなコメントが寄せ
られました。
「自分たちだけで最初から最後まで計画・準備・
実行したことは、今までなかったので、それが
できたことにすごく満足しています。仲間とと
もに普段できないような体験ができてよかった
です。」
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健康づくりシリーズ○137

神山町の皆さんの脳血管は健やかでしょうか？

お問い合わせ・健康に関するご相談は　神山町健康福祉課　676－1114　IP2004

健診を毎年受けて、血管を傷める「高血圧」「高脂血症」「糖尿病」がないか検査数値に変化がな
いか等を確認してみましょう。

自覚症状がなく突然発症する脳出血。事前に防ぐには？

脳血管疾患の実態をみてみました 脳血管疾患は
　脳の血管が破れて出血する『脳内出血』『くも膜
下出血』や脳の血管が詰まる『脳梗塞』、脳梗塞に至っ
ていない『脳動脈の閉塞・狭窄』などがあります。

脳血管疾患で医療機関受診し
たり、死亡される方が多い！

若い世代から、介護が
必要になっている！

どうして脳血管疾患に？脳出血に注目してみました
脳出血を発症した方々の特定健診・医療（診断名）・介護保険の状況をみてみました。

脳出血を起こし
た時に「高血圧」
「高脂血症」「糖
尿病」などの血
管を傷める要因
が発見された方
もいます

男性の脳出血が男性の脳出血が
� 多い！！� 多い！！
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介護予防シリーズ○79

お問い合わせ：地域包括支援センター　電話：088－ 676－ 1185（IP　2031）

なぜ口の筋肉を鍛えるの？
　口の機能の些細な衰えのことをオーラルフレイルといいます。口の機能の衰えは、全身の衰弱に
つながりやすく、誤嚥性肺炎などの病気を招きます。口の筋肉を鍛えて機能の維持に努めることで、
健康の維持・増進につながります。
※誤嚥性肺炎…�飲み込む機能の衰えから、飲食物が気道に入り、これらに混ざった病原体が肺に入

ることで起こる肺炎のことをいいます。

唇・頬・舌の筋トレをやってみよう！
　下記に紹介する 2つの口の体操を毎日継続して行うことで、口の筋肉を維持していきましょう！

お口の筋力トレーニングで健康を維持しましょう

「パ」…�口の中の食べ物をこぼさないようにすることができます。
　　　 �Point!　口をしっかり閉じて発音します。
「タ」…�舌の筋肉が鍛えられると、食べ物をしっかり押しつぶしたり、飲み込ん

だりすることができます。
　　　 �Point!　舌を上あごにくっつけるように発音しましょう。
「カ」…�喉の奥を閉じることで、誤嚥を防ぎ、食べ物を食道に送ることができます。
　　　 �Point!　｢カ｣ の音は喉の奥をしっかり意識して発音することが大切で

す。（喉の奥に力を入れ、一瞬呼吸を止めることで、食べ物を飲み込む
動作ができます。）

「ラ」…�舌を丸めてよく動くようにすることで、飲み込みがしやすくなります。
　　　 �Point!　「ラ」の音は、舌を丸めて発音することを意識しましょう。

⃝パタカラ体操
　｢パ・タ・カ・ラ｣ 体操は、パ・タ・カ・ラと発音することで、口や舌を動かし、食べたり飲
み込んだりする機能の維持向上がはかれる体操です。

レベル1 生麦　生米　生卵
レベル2 隣の客は　よく柿食う客だ
レベル3 青巻紙　赤巻紙　黄巻紙

レベル4 隣の竹垣に竹立てかけたのは
竹立てかけたかったので　竹立てかけた� ※早口言葉を 3回程度繰り返す

⃝早口言葉
　「早口言葉は唇・頰・舌の筋肉を鍛えて、口の動きをよくするトレーニングです」
　レベル 1～レベル 4まであります。レベルUPを目指して続けてみましょう。

　口の機能の衰えを放置していると、しゃべる・食べるなどの機能低下、さらには心身の機能の
低下までにつながる負の連鎖が生じてしまいます。ぜひお口の健康に興味を持ってトレーニング
を続けてみてください！
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詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

　令和 4年 4月分から令和 5年 3月分までの国民年金保険料は、月額16,590円です。
　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、金融機関・郵便局・コンビニエンス
ストアで納めることができます。また、クレジットカードによる納付やインターネット等を利
用しての納付、そして便利でお得な口座振替もあります。
　毎月の保険料の納付期限は、「翌月の末日」です。
　保険料の納め忘れがあると、万一障害や死亡といった不慮の事態の発生により、障害基礎年
金や遺族基礎年金が受けられない場合がありますので、必ず納付期限までに納めてください。
　なお、所得が少ないなど保険料の納付が困難な場合は、保険料が免除・猶予される制度が
あります。また、今回の新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した場合、令和 3
年 2月分以降の保険料の納付が免除・猶予される臨時特例措置も設けられていますので、町
役場の国民年金窓口へご相談ください。
※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者及び世帯主です。

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

　保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎
年金や遺族基礎年金を受けられない場合があります。
　経済的な理由等で国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・
猶予となる「保険料免除制度」や「納付猶予制度（50歳未満）」がありますので、町役場の国
民年金窓口で手続きをしてください。申請書は窓口に備え付けてあります。
　令和 4年 7月分から令和 5年 6月分までの免除等の受付は令和 4年 7月 1日から開始さ
れます。
　また、申請時点の 2年 1か月前の月分までさかのぼって申請することができます。
　失業等により保険料を納付することが経済的に困難になったものの、申請を忘れていた期間
がある方は、町役場の国民年金窓口または年金事務所へご相談ください。

国民年金保険料免除等の申請について
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熱中症に熱中症に
�注意しましょう！！�注意しましょう！！

　熱中症は、日射病や熱射病など、暑い環境に体が適応できず発生する症状の総称のことをいいます。
暑いときや運動時には体温が上昇します。このとき通常、人の体は発汗などにより体温調節を行い
ますが、体内の水分や塩分のバランスが崩れ、体温調節がうまく機能しなくなったときに熱中症を
発症します。

熱中症の症状

・めまい、立ちくらみ、手足の痺れ、頭痛、吐き気　　　　　　　
・意識障害、痙攣、体が熱い、気分が悪くなる、体がぐったりする

熱中症が疑われたら

・涼しい場所へ避難する　　　・体を冷やす　　　・水分補給
①�水分・塩分の補給をしても症状が改善しない場合は医療機関を受診しましょう。
②自力で水が飲めない、意識がない場合はすぐに救急車を呼びましょう。

熱中症は予防が大切！！

1．暑さを避けましょう　　　　　2．こまめに水分を補給しましょう
3．適宜マスクをはずしましょう　4．日頃から健康管理をしましょう
5．暑さに備えた体づくりをする

神山消防署への連絡は
・固定電話
　（088）676－1199

・IP　2119

・FAX
　（088）676－1390

河野　佑紀が
人事異動により
神山消防署勤務と
なりました。

よろしくお願いします。

消防署だより

119
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駐 在 所 だ よ り

集落支援員活動レポート
　神山町集落支援員は令和 4年度、6名の支援員が上分地区と
阿川地区に分かれて活動しています。支援員は、集落の維持、
活性化に向けた取組を進めるため配置されています。
　支援員が各地区のお宅を訪問させていただきますので、ご要
望等ありましたら、ご相談ください。

各地区の方々への広報活動
　集落支援員だよりは、部落会長にて各地区の各戸に配布されます。
内容は訪問などで聞こえてきた疑問、質問、行政の行う支援などを取
り扱う予定です。
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空き家から出るモノを再利用
「モノストック」オープンデー

  5 ／31（火）9時～12時
 6 ／25（土）9時～12時
神領青井夫・旧国道沿い

◦ 
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

◦

お問合せ
☎676-1177
IP: 2028

NPO
グリーンバレーの
伊藤・吉田が
お届けします。

総合窓口
神山町産業観光課
☎ 088-676-1118

空き家の契約と移住
移住交流支援センター
☎ 088-676-1177

空き家相談
随時受付中

＊＊＊ 令和 3年度の活動報告 ＊＊＊
◦移住希望者の相談件数　158件

　センター訪問や、電話、メールでの問い合わせなど、1年間でこ
れだけの移住相談がありました。実際にセンターを訪問してくだ
さった方には、町内各地区の案内や空き家の案内を行いました。

◦新規移住者の数　19世帯38人
　移住交流支援センターを介して、これだけの方が実際に移住して
こられました。「お試しハウス」や「すみはじめ住宅」を利用した
移住が 5名、また38人のうち 9人は小学生以下の子どもでした。

◦空き家の売買の契約件数　 8 件
　居住用として 6件、事業用として 2件の空き家の売買をお手伝
いしました。うち 2件については、以前に賃貸で契約した空き家
の家主さんと借主さんが話し合って、賃貸から売買に切り替えるこ
とになりました。
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　今回は上分にある「神山製材　株式会社」の森長祐介さんにお話しを伺いし
ました。
普段どんな仕事をしていますか？ �
森長さん「丸太を仕入れ製材しています。大きな丸太を切って和
室にある柱や机になるように様々な大きさに製材しています。」
仕事をしている中でやりがいを感じる瞬間はどんな時ですか？ �
森長さん「実際建物に自分で製材した木材が使われているのを見た時です。今住んでいる大
埜地の集合住宅も自分が製材した木が使われていて住むきっかけにもなりました。」
逆に仕事をしていて大変だったと思うときはどんな時ですか？ �
森長さん「思うように木材が売れない時です。丸太の製材は、正解がなく自分が正しい思っ
ていても実際は違っていることがあります、そのたびに自分が未熟であるなと感じます。」
商工会青年部に入ったきっかけを教えてください。 �
森長さん「当時の商工会職員の熱心な勧誘です。入会したおかげで青年部を通じて他の事業
所の方と関わることが増え交流の輪が広がりました。」
子どもの頃の神山町と今で、違うなと思うことはありますか？ �
森長さん「子連れの家族を見かけることが多くなりました、集合住宅に住みだしてから町内
の人と話すことが増えました。」
最後に広報を読んでいる方に一言 �
森長さん「一緒に神山町を盛り上げていきましょう！」
　事業所には製材前の大きな丸太や製材した大小さまざまな角材などたくさんの木があり圧倒されました。製材
業は、木のまち神山町に必要不可欠な存在だと思うので今後が楽しみです。

vol.vol.

44神山町商工会より
▪神山製材 株式会社 �

生活支援体制整備事業の取り組みについて連載でお知らせしていきます

みんなで どなんぞ しちゃげんで！通信⑪

お問合せ 神山町地域包括支援センター（担当：東・下窪）
IP：2031　TEL：088－676－1185

神山つなぐ公社（担当：田中）
IP：4700

「みんなでどなんぞしちゃげんで」を合言葉に、高齢になっても、安心してこ
の地域で暮らし続けることができるよう、地域住民が主体となった支援やサー
ビスを生み出していくことが私たちの役割です。今年度、新たな委員さんをお
迎えし、地域の皆さんと共にできる支援を少しでも増やしていきたいと思って
います。日頃から「支援に関わりたい」「こんなアイデアがあるのでやってみ
たい」などと思われている方がいらっしゃいましたら、ぜひ、お声がけください。

神山町生活支援コーディネーター
神山つなぐ公社
田中　泰子

⃝これまで取り組んできたこと
買い物支援

鬼籠野地区の皆さ
んと一緒に「さい
さい市」という買
い物支援マルシェ
を開催。

総務課で検討され、 
2023年度から新
たな移動支援の制
度がスタートする
予定。

各世代（高校生・若手メン
バー・シルバー）で活動して
きたメンバーが一同に会し、
他地域事例の勉強会を行い、
次なる展開を検討している。

住民が主体となった新
たなサービスが生まれ
る予定。お困りの方は
包括支援センターにご
連絡ください。

移動支援 草刈り支援 ゴミ出し支援
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